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創立 1986年

第1660回例会
令和３年３月18日（12：30～13：30）

A 出席免除を受けていない正会員数 ４７名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １４名

T  全 正 会 員 数 ６１名

C  Ⓐの出席者数 ３０名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ３名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 ８名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ４１名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ５６
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ７３．２％

第1660回例会出席状況� （R３年３月18日)

○ソング
　◦我らの生業
○スマイルBOX
　◦吉野敬之会長（本日ホームミーティング発表をいただいた皆様有難うございました。皆様の御意見を今後の

運営に反映させていただきたいと思います。熊澤さん名残りおしいですが再会出来る事を楽しみにしておりま
す。井上さんようこそ。）

　◦堀田一彦幹事（熊澤さんおつかれ様でした。井上さんようこそ！）
　◦関谷亮一会員（熊澤会員長きに渡り大変お世話様になりました。新任地において大いに活躍されます様お祈

り申し上げます。ホームミーティングでは佐藤班長始め皆様に感謝致します。）
　◦永野文雄会員（ホームミーティング発表者の会員さん、ご苦労様でした。熊澤会員さようなら、お元気で。

井上さん早く慣れて下さい。）
　◦金田昇会員（ホームミーティング第6班はとても

楽しく有意義に行えました。班員みなさまで参加あ
りがとうございました。熊澤さん栄転おめでとうご
ざいます。ますますご活躍下さい。井上さんようこ
そ！）

　◦根本あゆみ会員（HM皆様お疲れ様でした。又、
アジアンをご利用いただきありがとうございました。
とても楽しい時間を過ごせました。）

　◦熊澤直紀会員（3月末日をもちまして白河支社を
離任することとなりました。温かく迎え入れて下さ
り本当に有難うございました。皆様の情の深さに感
謝する日々でした。今後とも変わらぬご愛顧を賜り
ますようよろしくお願い申し上げます。）
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■会長の時間� 吉野敬之会長
　皆さん、こんにちは。今日も、大変
沢山のメンバーの方にご出席いただき
まして誠にありがとうございます。今
日は、ホームミーティングの発表とい
うこともありまして、発表者の方々、
あまりお顔を最近見てなかったなあと

いう方もお会いできて大変嬉しく思います。ホーム
ミーティングの意味合いといいますのは、大きく分け
て二つあるかと私は思っております。一つは、やはり
皆様方と懇親を深めるということだと思います。どう
しても例会で毎週毎週顔を合わせていても、例会中に
お話をベラベラしているわけにもいかないので、必要
なことはお話されるかもしれませんけど、なかなか懇
親を深めるというようなお話をできる状況ではありま
せんし、そういった意味では少人数で、今回はコロナ
ということもありまして心ゆくまでというわけにはい
かなかったかもしれませんが、それぞれの方達がお時
間を割いていろいろと忌憚のないお話ができたりする。
いろいろ教えを請うたりする。プライベートなお話も
する。そういった中で、懇親が深まっていくというこ
とが一つの大切な目的だと思います。二つ目は、それ
ぞれのテーマ、毎回毎回会長のほうからいろいろな
テーマが出されるわけですけれども、そのテーマに
沿ってお話をしてやはりロータリーの存在というもの
はどういうものなのかとか、ロータリーの成り立ちと
はどいうものなのかとか、そういったところを皆さん
でお話をするというのは、非常に造詣が深まる。ロー
タリーに対する思いというものも、深まっていくきっ
かけになるのではないかなと思います。今回、わたく
しがテーマとして選ばせていただいた内容に関しまし
ては、皆様方がロータリーを自分の中のどのような位
置付けで考えていらっしゃるか、これは温度差がある
と思うんですね。前にリーダーシップ研修会に行った
時に堀田幹事と出て、あなたにとってロータリーはと
いう質問がありまして、福島しんたつロータリーの今、
会員増強をやっている地区の委員長をやってらっしゃ
る方が、一言即答で「人生です。」とお答えになりま
した。そういうふうに、ハイレベルでロータリーに接
している方もいれば、よくわからないけれど入れられ
ちゃったからという方もいらっしゃるし、ただそうい
う方達も長く続けることによっていろいろな思いとか、
いろいろな経験をしてロータリーに関しての考え方、
接し方というのが変わっていくんだというふうに思っ
ております。そのためにも、やはりそういったものを
まず一番自分がどういうふうなことを考えているか、
先輩方、他の方はどういうふうな捉え方をしているか、
その現状を知るそういう良い機会になるというふうに
思っております。今日は、10班に細かく分かれており
まして、10人の方が発表していただけるということで

すので、お時間のほう、またちょっと若干押すかもし
てませんが、皆様方からの発表を非常に楽しみにして
おりますし、またそういった中でいよいよ35周年式典
まで3週間余りとなってまいりましたので、皆様方の
そういった思いを結集して是非素晴らしい35周年にな
るように、皆様の結束を高めていきたいと思っており
ますので、発表のほうをよろしくお願いします。最後
に一つ、ご報告です。先週、ちょっとご案内させてい
ただきました。先日の福島の地震に関しまして、南湖
神社が被災をされたということで、その被害に関しま
して深谷ノースロータリークラブのほうで、率先して
募金活動を募っていただいてるということでございま
したが、それが深谷市の市政だよりのほうに内容が掲
載されているそうでございます。福島会長のほうから、
参考にということで送ってこられましたので、後程皆
様方のほうに幹事報告と一緒に回しますので、ちょっ
と黄色い枠組みをしている部分がその南湖神社に関す
る部分でございますので、是非お目通しをいただけれ
ばと思っております。今日は、皆様の発表大変楽しみ
にしております。よろしくお願いいたします。

■幹事報告� 堀田一彦幹事
◦白河ロータリークラブ 会長 佐藤厚潮、幹事 鈴木昇

治：しらかわローターアクトクラブ（仮称）設立総
会開催のお知らせ

◦国際ロータリー第2530地区2020-21年度ガバナー事
務所：ガバナー事務所から勤務時間変更のお知らせ

◦公財）ロータリー米山記念奨学会 事務局長 柚木裕
子：ハイライトよねやま252号

◦福島県特別支援教育振興会県南支部 支部長 小河原
健一：福島県特別支援教育振興会県南支部「会報35
号」について（送付）

◦福島民報社：「国際ロータリー第2530地区地区大
会」特集広告ご協賛のお願い

◦福島民友新聞社：「国際ロータリー第2530地区地区
大会」特集新聞広告ご協賛のお願い

　
■委員会報告
◦35周年実行委員会� 青木大会員

　35周年実行委員会からお知らせをい
たします。本日6時半から、白河市商
工会議所の会議室で35周年実行委員会
を行います。案内が少し早かったよう
で、返信していただいた方がまだ2名
ということなので、この場でお伝えを

させていただきます。ズームでの参加も可としてまし
たが、今回は実際に集まっての会議をさせていただき
たいと思いますので、ズームではなく会場のほうに来
ていただきたいと思います。どうしてもズームじゃな
くちゃ駄目だよという方は、携帯で繋ぎたいと思いま
すのでその時には連絡をください。よろしくお願いい
たします。

（２）

本日のプログラム
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◦熊澤直紀会員
　皆さん、こんにちは。東京海上の熊
澤でございます。ちょっとわたくし事
でございますが、お時間をいただきま
してお話させていただきたいんですけ
ども、この度4月1日付で人事異動が発
令されまして、わたくしはこの地を離

れるということになりました。行き先は、千葉支店
の銚子支社でございます。でも、いろいろ引き継ぎの
関係で3月26日が私は最終日ということになりますの
で、例会の参加は今日で最後ということでご挨拶をさ
せていただきます。後任は今、井上が参っております
ので、後程ご挨拶をさせていただきますが、これまた
引き継ぎの関係で4月5日月曜日が着任日ということに
なりますので、引き続きよろしくお願いします。本
当に私4年間ですけど、大変お世話になりました。初
めての支社長で非常に不安の中で着任したんですけど
も、本当に皆さんの暖かいお人柄で迎い入れていただ
きまして、本当に楽しく過ごすことができました。い
ろいろ思い出を思い出しますと、こういった例会もそ
うですし、イベントのクリスマスパーティーとかバー
ベキューもありました。直接のロータリーの行事では
ないかもしれませんけども、会員の方にお誘いいただ
いて提灯まつりとか、だるま市も白河の伝統行事に参
加させていただきまして、神輿も担がせていただきま
して本当に貴重な楽しい経験をさせていただきまし
た。それから、特に一番思い出に残っているのはやは
り野球愛好会の甲子園に皆さんに連れて行っていただ
きまして、夢のマウンドに立てたことは本当に最高の
貴重な思い出になっております。本当にありがとうご
ざいました。行った先の銚子もまた支社長として赴任
するわけですけれども、ロータリー同じように会員に
なっておりまして、野球愛好会もあるということでご
ざいますので、是非そこも加盟してこの西ロータリー
クラブさんと対戦できるのを楽しみにしておりますの
で、また頑張ってまいりますので引き続き東京海上ご
愛顧のほどよろしくお願いしたいと思います。それで
は、後任の井上よりご挨拶をさせていただきたいと思
います。

◦東京海上日動火災保険株式会社� 井上敬裕様
　皆さん、こんにちは。今、ご紹介あ
りましたけども、熊澤の後任で参りま
す東京海上日動井上と申します。私も
ロータリークラブの活動は初めてなも
ので、先程会長が仰られてたものとし
ましては、ロータリークラブというの

が自分にとってどういったものなのかといったもの
が、まだまだ全然確立できていないような状況ですけ
ども、その中未熟ではありますけども皆さんと一緒に
いろんな活動を通じて、自分にとってロータリークラ
ブというものがどういうものかといったものを作って
いきたいと思いますので、是非よろしくお願いいたし
ます。

■本日のプログラム
ホームミーティング報告
◦第１班� 十文字光伸会員

　皆様、こんにちは。第2回ホーム
ミーティング第1班の報告をさせてい
ただきます。本日は、書記の鶴丸会員
が発表の予定でしたが、親族のご葬儀
のため欠席となり、急遽新入会員のわ
たくし十文字が発表をさせていただき

ます。今回、第1班のホームミーティングは3月12日の
金曜日6時半より、渡部会員経営の「タントゥ」さん
にて実施させていただきました。参加者は、班長の吉
田充パスト会長、書記の鶴丸会員、渡部会員、高畠会
員とわたくし十文字です。今回のテーマとして「ロー
タリー活動の楽しみ方、ロータリーに期待すること」
とありますが、やはりロータリーの活動を楽しむため
には、いろいろと参加してみることが一番だというこ
とに結論としては達しました。今回のテーマに関して
新入会員のわたくしからの意見といたしまして、ロー
タリーは西クラブだけの繋がりはもとより、もっと広
範囲なそれこそ世界的な繋がりが期待できないかとい
う意見を発信させていただきました。それこそ、現在
はコロナ自粛中ではございますが、これから落ち着い
た後の前提で過去のメーキャップなどの話題からス
タートいたしました。まず、ロータリーはどこのクラ
ブの例会にでも自由にメーキャップができ参加を拒ま
れないという点。現在も、埼玉の深谷ノースロータ
リークラブや沖縄のコザ、米沢中央ロータリークラブ
などへの定期的なメーキャップ交流は知っていますが、
このような姉妹クラブや既に繋がりのある交流だけで
はなく、もっと見識を広げることが可能ではないかと
いう内容でした。過去には著名人で有名な東京ロータ
リークラブへのメーキャップをしに行ったお話や、近
隣のクラブへ参加する場合の手順や選び方など、以前
はこのようなメーキャップの仕方をわかるように諸先
輩方と一緒に他の例会に参加するための体験会のよう
なものも行われたようなこともあるとのこと。メー
キャップ自体を個人的にはやったことのない我々、期
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の浅い会員にとっては時にイベントなどではない他の
クラブへの通常例会への参加などは経験がないゆえに
ハードルが高くも感じてしまいますが、まずは近くの
ロータリークラブへのメーキャップ参加などやってみ
ては良いのではないかと感じました。また、そこから
以前におこなった植樹の活動や、現在の続いています
猪苗代湖の清掃活動、青少年への各活動、29年から30
周年事業へ絡んで始まったＣＫＢチャレンジ県南ベー
スボールなど始まった経緯なども聞くことができまし
た。このようなホームミーティングについても、パス
ト会長や経験の長い先輩方とゆっくり話すことができ
る機会として生かすことができますので、とても有意
義な時間となりました。

◦第２班� 増子国安会員
　皆さん、こんにちは。第2班の報告
をさせていただきます増子と申します。
よろしくお願いいたします。それで
は、第2班のホームミーティングの報
告をさせていただきます。私も初めて
のホームミーティングの参加というこ

とで、一番初め誰かの家に40人くらい集まってやるの
かと思いまして、そしたら全然こういうふうな事だっ
てお伺いして、今回初めてホームミーティングに参加
させていただきまして、とても楽しい時間を過ごさせ
ていただきました。ありがとうございました。ホーム
ミーティングは3月8日に「六番車」に集まって行いま
した。参加者は、成井さん、宮本さん、吉野会長、齋
藤さん、堀田幹事、わたくしということでございます。
お酒の席ということで、久しぶりにお酒も飲めるとい
うことで、みんな高揚しながら楽しく過ごすことがで
きましたが、成井さんからは森伊蔵の一升瓶をいただ
きまして、よりお酒を美味しく頂きながら会話も弾ん
だ時間を過ごさせていただきました。まず、一つ目の
「ロータリー活動の楽しみ方」についてですが、やっ
ぱりロータリーの醍醐味というのは、経営者同士が懇
親を深め膝を合わせて語り合うことができることが一
番の醍醐味じゃないのかなというふうなことの意見が
沢山いただきました。今回のホームミーティングのよ
うに、少人数で気兼ねなくこういった話を語り合える
場所があるというのもすごく大事なことで、なかなか
いろんな活動ありますが、ロータリーの場合は年齢と
か関係なく、いろんな経営してる経営者の話を聞ける
場所というのも特に気兼ねなくこういって参加できる
ので、そのことについてはとても素晴らしいことなん
じゃないかということで、月一くらいで開催していた
だきたいというふうな声もございました。クラブ同士
のそれぞれの楽しみ方があるというふうな事があると
思いますが、白河西の場合はその活動が良くできてい
るのではないかというふうなことで、いろいろと若い
人もそうですし先輩方もそうですが、そのどちらも交
じりながら同じ会員同士としてやれてるのではないか
というふうな話を会長からいただきまして、本当にそ

ういった場所にいられるということは私も入ってまだ
数か月ですけども、これから活動を楽しみにしていき
たいという話をしました。まだ、入会5年以内の会員
さんが沢山いらっしゃるので、その会員さんに対して
はやっぱりそのことをもう少し伝えるべきなんじゃな
いのかというふうな話もいただきまして、そういった
ロータリーの楽しみ方をこれからもっともっと新しい
会員さんには伝播していきたいというふうなことの話
もいただきました。本来、社会貢献活動をすることが
ロータリーの役割の一つということで、そのことにつ
きましても話をいただきまして、この前も駅前でのイ
ベント中止にはなってしまいましたけど、ごみ拾いな
んかも企画していただきまして、そういった活動も私
たちもそうですけど活動を自らしたいというふうな
やっぱり声もあるので、そういったことをもう少し
もっと増やしていければなおそういった理念に賛同し
て参画してくれる人が増えてくのではないかというふ
うなことで話をいただきまして、ロータリーの活動の
楽しみ方ということでございました。まとめとしては、
楽しみ方の最も多かった意見は会員同士の交流という
ことでしたけども、その中で目的や楽しみ方を入会の
浅い会員さんにも知ってもらうためにいろいろ伝播す
ることと、活動をしてくことがこれからの楽しみ方の
一つとしてしていきたいというふうなことです。期待
することといたしましては、会として会がまとまり社
会貢献活動を更に広くしていきたいというふうな声も
あります。ロータリークラブの本質を理解するために
は、時間がかかるのかなと思います。なかなか自らそ
ういった活動を積極的にするというふうなことは凄く
難しいという中で、個人として真に社会貢献するため
に活動を深めていきたい。年を取ってからやっと実感
することはあるが、それをやっぱり若いうちから思っ
てもらえるようなことを期待するということでござい
ます。今後期待することの中で、海外での活動もこれ
からコロナが終わったらしていくことも一つの醍醐味
ではないのかという話もいただきました。以上でござ
います。大変勉強になる時間でございました。ありが
とうございました。

◦第３班� 吉成真五郎会員
　皆さん、こんにちは。第3班のほう
から発表させていただきます。発表者
は吉成です。よろしくお願いいたし
ます。第3班では、3月12日に「タン
トゥ」で、出席者が、山口さん、遠藤
さん、石部さん、車田さん、私の5名

のホームミーティングとなりました。最初に、「ロー
タリーの活動の楽しみ方」というところなんですけど
も、まず山口さんからのご発言でロータリーを楽しむ
かどうかは自分次第であると。積極的に出席して楽し
むというスタンスで自分はやっているというお話でご
ざいました。なかなか最初、ロータリーに馴染めな
かったというご発言だったんですけども、2～3年が過

（４）
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ぎたところでホームミーティングをきっかけとして会
に溶け込むことがすごくできたと。自分の居場所とい
うのが感じることができたのがこのホームミーティン
グであったというお話でした。その後、会長もやって
大変だったけれども成長出来て友人もできたというと
ころがとても楽しめたというお話でございました。次
に、遠藤さんからだったんですけれども、自分も最初
は凄く居心地は悪かったんだけれども、会長もちょっ
と大変だった。自分の楽しみとしては例会の食事が美
味しいとすごく楽しみだという。東白川ロータリー
では、第1例会では鰻が毎回出るというお話で、私も
ちょっとメーキャップしたいなと感じました。東京ク
ラブのほうの帝国ホテルでの例会に20人くらいでメー
キャップをされて、遠藤さんの隣に座られたのが日産
自動車の会長さんが隣に座っていたというお話を聞き
ました。これも私もそういう場に行って経験してみた
いなということを感じました。また、一番面白かった
のはロータリーの100周年でカナダとサンフランシス
コを訪問して、いろんな経験ができてとても楽しかっ
たというお話でした。車田さんのほうから、先程も
ちょっと話してますが野球が楽しいと。甲子園のグラ
ンドでプレーができるのは、ロータリーぐらいではな
いのかというお話ありました。石部さんのほうから
は、やはり毎回出席を心掛けて交流を深めてくという
のが楽しみ方だというお話でした。私は今回はホーム
ミーティング初めてだったんですけども、なかなかこ
ういうふうに皆さんと親しくお話する場がなかったの
で、とてもいい経験ができました。また今後も、ホー
ムミーティングには積極的には参加していきたいとい
うふうに感じました。

◦第４班� 青木大会員
　第4班のホームミーティングのお話
をしたいと思います。第4班は、3月5
日に行いました。参加者が、中目パス
ト会長。鈴木孝幸エレクトは当日キャ
ンセルをしましたので来ませんでした。
佐川京子会員、前原パスト会長、松永

会員と私の計5名でやってまいりました。まず、開口
一番このテーマについて何も話ができないテーマだな
ということから始まりましたので、何も話せずにほと
んど終わったみたいなところがあったような気がしま
す。そうは言いつつも、何も話ができないんじゃなく
て何でも話していいテーマなのかということで話を続
けてったような気がします。ロータリーを継続してい
くことは楽しんでることなのではないのかなと。地区
では活動を続けていないクラブも沢山、活動を続けて
ないというかコロナになって例会自体を開催してない
ようなクラブも沢山あるということで、白河西はこう
いった形で毎回集まって例会をしているので、非常に
活動している意義を感じてる。また、活動してないと
ころはどんどんその活動してなくてもいいんじゃない
のかというような意識になっていって、退会者も出て

くるんじゃないのかなというような話もされてました。
また、白河に知人も少なかったので、その会に入って
この白河の地域に知人を沢山増やすことができた。サ
ラリーマンを長くやってた人はロータリーは新鮮だっ
たと言ってました。期待することとしては、例会は続
けてほしいということがありました。昨年は、早い段
階に出来なくなってしまったので非常に悔しい思いを
したと言った方がいました。それと、白河西はコロナ
が出たというような噂をされて、それでもよく例会
やってるねと周りが言ってるっていうところがあった
けども、元気にやってますよという、しかも出てませ
んよというのを声高々にして皆さんからも伝えていた
だきたい。ここに参加してた人が疑われてたわけでは
ないと思いますけど、そんな声として上がっておりま
した。会場は、私のところの日本料理「楓」でさせて
いただきまして、久しぶりに夜の宴会をしたものです
から、何があるのかよくわからずに時間が過ぎていっ
たというような形になります。飲み会はやっぱり回数
はそんなに多くなくても、多少はあると心の潤滑油に
なるんじゃないのかなというふうにホームミーティン
グをして感じました。

◦第５班� 村上堅二会員
　皆さん、こんにちは。第5班のホー
ムミーティングの発表をさせていただ
きたいと思います。まず、班長は居川
会員。書記はわたくし村上。メンバー
は、安部会員と諸橋会員の4名で3月13
日、会場は根本あゆみ会員の「アジア

ン」のほうで開催させていただきました。今回は、三
瓶会員が諸事情でキャンセルになり、鈴木信教会員が
お葬式が急遽入っちゃったということで残念でしたが
今回は4名で、逆に中身の濃い楽しいホームミーティ
ングができました。今回のメンバーは非常にロータ
リー歴の長いメンバーが多く、わたくしが一番歴が
浅くロータリーの歴史からいろんなお話を聞かせても
らったことは大変プラスになりました。まず、テーマ
1のほう「ロータリー活動の楽しみ方」ということで、
安部会員のほうからロータリーに出ることで、外出の
機会を作ってもらってるということでありました。な
かなかコロナの中で出る事態が少ないので、そういっ
た意味では出る機会が作ってもらえることが非常に助
かるという話がありました。それから、各種業界の
方々と会える。そして、話を聞けるということは大き
な財産であり、何気ない会員の話からチャンスを貰っ
てるということでありました。そして、これからも気
軽に楽しめる会として参加し続けたいというふうな話
でありました。続きまして、諸橋会員からは同様に業
界の専門家と気軽に話ができることで、商売のチャン
スをもらえるということであります。それから、ロー
タリーを楽しめるように仕事の段取りをこれから検討
していきたいという話がありました。多分、諸橋会員
もそろそろ会長候補なのかなとしみじみ痛感いたしま
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した。それから、居川会員のほうからは、人と話を聞
けることが一番大切であると。週に一回、みんなの顔
が見れることがやはり楽しみであるのかなというふう
な話でありました。これは本当にロータリーの基本で
ある仲間づくりには最適であるという形でお話をいた
だきました。それから、わたくし皆さんの話を聞ける
ということが一番のチャンスであるということが感じ
ました。それから、わたくしはこの会に入って特に子
供たちのために幾つかの事業をさせていただいたこと
も楽しい思い出でありました。続きまして、テーマ2
の「ロータリーに期待すること」。順番ちょっと変わ
りまして、わたくし村上からロータリーに入会してい
ろんな事業をさせていただきました。そして、ロータ
リーの力でボランティア活動にもいろいろ参加できた
たこと素晴らしかったなと思います。これからも、そ
ういった活動に参加できればなと思いますということ
でお話をさせていただきました。諸橋会員からは、国
際ロータリーの活動で世界の貧困と災害の方々が救わ
れているということ、その事実を知ったということで
す。これはロータリーという団体が活動していること
で、その一翼を私自身が自分自身が携われるというこ
とは素晴らしいし、これからも困っている方々にロー
タリーとして手を差し伸べることを是非していきたい
と。そのための活躍をしていきたいという話がありま
した。ちょっと日頃とは違う諸橋君の一面だったので、
ちょっとびっくりしたんですけども、そういった感じ
で非常にロータリーというのはそういった団体なんだ
よということを思い知らされました。そして、居川会
員のほうからは石田会長の幹事としてロータリーの海
外旅行にも随分参加されたということでお話をされて
ました。特に、ロータリーのいろんな会合とか旅行と
いうのは夫婦で参加することが多いということで、こ
れから年も取ってくるとなかなか夫婦で行くことがな
いので、皆さんそういった形でそれを楽しみにしてい
ただければいいのかなというふうな話がありました。
居川さんが海外旅行ちょっと変な感じはしますけどね。
一応、夫婦で行きたいなという話だということをお伝
えしておきます。それから、安部会員からはもう一つ、
各専門家がこの会にいるので、いろんな話を例会で聞
くことも一つの楽しみかなというふうに言われました。
それともう一つ、この西ロータリーって非常に年齢も
いろいろで上から下までいろいろいます。逆にいうと、
安部会員なんかだと若い方と会うと非常に刺激を貰え
るという話があるので、例会の時にはなるべく年齢を
シャッフルして、そういった形の方と話ができる機会
を作っていただければなというふうに思いました。最
後になりますけども、今回のホームミーティング参加
してロータリーの楽しみ方を再認識させてもらったり、
そしてこれからロータリーの可能性を見い出せること
ができました。班長の居川班長も会員の「アジアン」
のお店で楽しいホームミーティングになり、いろんな
気付きを貰えた楽しい会になりました。本当に感謝い
たします。以上で、5班の報告といたします。

◦第６班� 大住由香里会員
　皆さん、こんにちは。第6班のホー
ムミーティングの報告をさせていただ
きます。6班は3月16日、「アジアン」
でおこないました。メンバーは、班
長が金田会員、書記がわたくし、そ
のほか熊澤会員、根本会員、運天会

員、矢田部会員の6名と、熊澤会員の後任の井上様が
オブザーバーとして参加してくださいました。今回の
ホームミーティングには、事前に金田班長より課題が
出まして、テーマをそれぞれにいただいて3分間でス
ピーチを各自行うという形で始まりました。それぞ
れ、矢田部さんからは財団の寄付とＤＤＦの豆知識と
いうことで、3分で説明することは難しいけれども経
験を多くしているのでいつでも聞いてきてほしい。年
代を超えて活動できるロータリーなので、そういった
意味では頼ってほしいというお話がありました。熊澤
さんのほうからは、ロータリークラブでの思い出とい
う形で先程もありましたが、提灯まつりやだるま市と
いう歴史に触れられたこと、また甲子園のマウンドに
立てたことなどで活動に参加されたことなどをお話い
ただきました。根本さんのほうからは、クラブ活動と
仕事の両立についてという形と、運天さんからはこれ
からのロータリー活動に臨むことという形で、運天さ
んのほうは白河に住んで30年は経つんだけれども、以
前は高校の同級生とか知り合いのいない中でいろんな
団体に所属したということ。そして、いろんな個性が
特徴があったんだけれども、ロータリーほど家族と近
い場所で活動している団体はないのではないか。家族
を大切にしてるんではないかというお話をいただきま
した。私のほうからは、女性会員の参加の問題点と拡
大のためにという形で報告させていただいてます。あ
と、井上さんの自己紹介という形でそれぞれお話をい
ただいた後、金田班長よりまとめのスピーチで、ロー
タリーの目的の一つである「入りて学びて、出でて奉
仕せよ」というお話がありまして、その中の学び、何
を学ぶかというところで経営学ではなく経営者として
の渋沢栄一氏のことについて、会津の商工会議所の週
報に記載されていた渋沢栄一氏についてのコラムを読
み上げ形式で紹介いただきました。渋沢栄一氏の包容
力といった内容で、こういったものがロータリーのメ
ンバーにも必要になるのではないかというお話をいた
だきました。いろいろと考えさせられるものでした。
あと根本会員がスピーチの中で、なかなか今出席する
こともできない状況であってジレンマだという話があ
りました。逆に、私なんかは今年出席委員長という立
場をいただいて、意地でも出席するぞなんて思ってい
ろんな形があるという中で、金田さんのほうから職業
奉仕を一生懸命することもロータリーとして大切であ
る。出席が厳しくても何らかの形で参加することはで
きる。利益を出して金銭的な参加という形もあるとい
う話をいただきまして、ロータリーに入るということ
だけでも十分貢献はできるので、目的が漠然としてい
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たとしても入りて学べば良いとの解釈の方法も教えて
いただきました。ロータリー会員が50人いれば、それ
ぞれの生きてきた年数をかけると莫大な経験値になる。
それぞれの経験値をそれぞれが学んでインプットして、
それをフィードバックするために学ぶ機会がこういっ
たロータリーであるのだというお話もいただいてます。
こういったスピーチの内容からの会話の広がりで、皆
さんの考えとかロータリーの意義、在り方をしっかり
学べたように思えました。今回のミーティングの中に、
今回のテーマであった「ロータリー活動の楽しみ方」
とか「期待するべきこと」といったワードは一切出な
かったんですけれども、結果学ぶことや活動すること、
そして家族を大切にすること、寄付することなど等と
いったロータリーの楽しみ方が浮き出てきて、期待す
ることとして学びをフィードバック出来る人に育つこ
ととか、例会のデジタル化等を検討していくなんてい
う話も出たんですけれども、そういった時代に合った
柔らかい脳を養うということが浮き彫りになったよう
な気がした会でした。私ちょっと一足先に席を外させ
ていただいたんですけれども、帰りながらこういった
形で上手く進行される金田さんにちょっとおーなんて
胸キュンキュンさせながら帰ってきたところだったん
ですけれども、最近ズーム研修とかズーム会議とかそ
ういう形が慣れてきたところで、こういった皆さんの
生の声を聞くという感動に触れるとか、そういう会は
心に響くなあなんて思いながら、やっぱりいいなあな
んて思いながら帰ってきた会でした。本当にありがと
うございました。

◦第７班� 兼子聡会員
　皆さん、こんにちは。ズームニート
でなかなか顔を見せることができな
かったんですけども、今日は発表があ
りましたので会場のほうに来させてい
ただきました。第7班は昨日、「タン
トゥ」にてホームミーティングを行い

ました。班長が20年目の佐藤幸彦さんで、34年目の関
谷会員、19年目の池田会員、そして島田会員は来れな
かったんですけれども、9年目のわたくしの4名で開催
をいたしました。最初、班長が一人一人にテーマでこ
うどうだどうだと話を振っていたもんですから、なか
なかやはり上手く喋れなくて、途中から関谷さんから
差し入れをしていただいた日本酒と焼酎を飲むとやっ
ぱり滑らかな口になって、いろいろと討論じゃないん
ですけども話が出てまいりました。その中で印象的
だったのが、先程も会長の話の中でどこかの班に出て
いたようでございますけども、やはりうちのメンバー
からも人生の中のクラブ活動であり、生きていくため
のオアシスだという意見がございました。なかなか深
い経験値のない方でないと発想できないなと思ったと
ころでございますし、もう一つが適当というわけでは
ないですけれども、やはり適度の活動していくこと
によって活動が長く楽しく続けられるし、いろいろ

なことに期待してしまうとやはりその分レベルが上
がってしまうので、楽しく没頭して集中してできれば
活動が楽しくなっていくんじゃないかという意見もご
ざいました。その中で、35年間で毎年進化をし続けて
きている会であるという意見もございましたし、今後
の会の展望としては会員卓話を増やしてはどうかとい
う意見も出ました。これは15分とか20分とか長い時間
じゃなくて、5分とかそういった時間の中で是非皆さ
んが経験している中の失敗した話。成功した話じゃな
くて失敗した話、失敗してそれをどうして乗り越えた
かという話を聞ければいろいろとためになるのではな
いかという話も出ておりました。是非、プログラム委
員長さんには来年以降、参考にしていただければなと
思います。そして、最後に班長さんから「人生万事塞
翁が馬」という言葉をいただきました。今、コロナ禍
でなかなか経済的にも、また精神的にもどん底のほう
にいるのかなと思いますけれども、良いこともあれば
悪いこともある、悪いこともあったんでこれからは良
くなっていくだろう、そういったものを念頭にしなが
らロータリー活動を進めていきたいですねということ
でその会は閉まりました。お開きかと思ったのです
が、ここからがなかなかホームミーティングの楽しい
ところで、昨日は厚生病院でコロナが発生してバタバ
タしている中、班長がどこかに電話をしましてノンア
ルコールの大先輩の関谷さんの車に私と池田さんと幸
彦さんが乗りまして、池田さんのご自宅にお邪魔させ
ていただきました。リニューアルされたそうで大変お
しゃれな家だったんですけれども、そこに私と幸彦さ
んと池田さんで行きまして、いろいろとまたそこでお
話をさせていただきまして、奥様も交えて。そしたら
今度、班長の奥様も来ていただきまして、本当に素敵
な80インチのもの凄いでっかいテレビがあって、リビ
ングがあって、素敵なベランダがあったので、じゃあ
次回のホームミーティングはここでやろうねという話
で第7班のホームミーティングは終了しました。大変
お疲れ様でした。ありがとうございました。

◦第８班� 須藤正樹会員
　それでは、8班の報告をいたしま
す。8班は昨日17日、6時半から「タン
トゥ」で開催いたしました。鳴島班長
と、会員としましては、永野会員と佐
藤清作会員、仁平喜代治会員と大竹憂
子会員とわたくしの6名で開催いたし

ました。初め「ロータリー活動の楽しみ方」というこ
とで話しました。楽しみ方としましては、例会に参加
してコミュニケーションを取ろう。あとは気持ちの問
題じゃないかという話もありましたけども、その中こ
の楽しみ方の問題というか、これはコロナ禍での楽し
み方なのか普通の楽しみ方なのかどっちなんだという
質問があったんですけども、答えがなくそのまま話
が進みました。やっぱり楽しみ方の一つとしまして
は、会って顔を見て顔色どうかなとか、そういうふう



ホームページＵＲＬ　https://shirakawa-west-rc.jp
メールアドレス　　　yoshida@shirakawa-cci.or.jp
facebook　　　　　https://www.facebook.com/ShirakawaWestRotaryClub/

第1660回例会 令和３年３月18日（８）

なのが楽しいんじゃないかという話がありまして、オ
ンラインもいいんですけども、やはり人と人が会って
が楽しいんじゃないのかという話がありました。他に
は、今はコロナ禍でできないですけども実行に向けて
計画を立てて、それができるできないじゃなくてそれ
に向けて頑張ろうという気持ちを持てば楽しめるん
じゃないかという話もありました。最後に、ロータ
リーの楽しみ方としまして、佐藤清作会員はこの35年
間これたのは友達を作るという気持ち一つで35年やっ
てこれたんだという言葉が最後に印象に残りました。
あとロータリーに期待することは、できないとかじゃ
なくてやっていくという気持ちが大切なんじゃないか
とか、あと3ロータリー、今白河には3つありますけ
ど、一つで活動できれば何かいい事ができるんじゃな
いかなという話です。あと、米沢とか深谷とかの交流
がこのコロナ禍でできない中で、できればいいよねと
いう話がありました。この数年、全体で奉仕できない
ですよねという話になりまして、みんなでできればい
いよねという期待がありました。あと、周年から周年
まで、要は30周年から40周年とかそういうふうな周年
から周年までの継続事業が何かしら一つあれば、なん
かずっと続いてそれが歴史となって続いていければい
いかなという話が出ました。それで、うちらの班はお
酒が出ずお茶でやりましたけども、それでもきっちり
1時間で終わらせたんですけれども、このホームミー
ティングってやっぱりお酒飲まなくても、こうやって
少ない人数で顔を合わせて喋れることが本当に楽しみ
なのかなと思いました。昨日出まして、佐藤清作会員
とちょっと距離が縮まったのかななんて思って、いい
気分で1時間で帰りました。

◦第９班� 瀬谷隆志会員
　それでは、第9班のホームミーティ
ングの発表をさせていただきたいと
思います。実施日時は、3月8日11時、
ズームにておこないました。参加者は、
鈴木班長はじめ、阿部さん、藤田さん、
書記のわたくしの4名で実施いたしま

した。テーマ「ロータリークラブの楽しみ方」という
ところで、積極的に関わること、自ら進んでやること、
イベントがあると参加しやすいというお話がありまし
た。とにかく、まず参加してみること。自分が前のめ
りに関わっていくことが、ロータリーを楽しんでいく
ことに繋がっていくんだということを、先輩のお言葉
から学ばせていただきました。続きまして、二番目の
「ロータリークラブに期待すること」というところで
すが、仕事へのフィードバック、ここにいる仲間繋が
りから仕事に生かしていくことが今後の地域の貢献に
繋がっていくのかなというお話がございました。続き
まして、先程も言いましたが地域の貢献できるような
活動をしていくことが大事だなというお言葉をいただ
きました。わたくし心に残ったといいますかあるんで
すが、ロータリークラブの楽しみ方の部分で、やらな

くてはならないという立場にいることで積極的に関わ
ることができるという話を聞いた時に、今回わたくし
入会以来初めての例会参加なんですが、今回書記で発
表という立場をいただきまして、こういう参加するこ
とになりましたので、これも何かの一つのきっかけと
して自ら前のめりに参加していくことができればいい
のかなと、非常に刺激になるホームミーティングでし
た。

◦第10班� 横田俊郎会員
　皆さん、こんにちは。10班の報告
をさせていただきます。開催日時
は、3月10日夕方の6時からということ
で、参加者が藤田班長、わたくし、櫻
岡会員、山田会員、緑川会員の5名で
ズームで開催いたしました。一番目の

「ロータリー活動の楽しみ方」につきましては、やは
り卓話が興味があるということ。あとは、お食事が一
つの楽しみだというご意見が出ました。また、いろい
ろな人との出会い、人脈ができるということも楽しい
という意見もありました。そして、会員の方との共通
の趣味を見つけたりして習慣化すれば、非常に楽しみ
になるんじゃないかということで、もう一つはなるべ
く出れる範囲で無理なく出席することで長く続けるこ
とが大事なのではないかという意見が出ておりました。
二番目「ロータリーに期待すること」ということに関
しましては、地域貢献ということがございまして、特
に35周年という節目の年でありますので、寄付といっ
たような形で貢献するということも大事なのではない
かという意見が出ておりました。


